ONKYO 


インテグレーテツドアンプ 

A-9000R 


取扱説明書 


主な 4 ま長 


.各チャンネル] 4〇3ん*' 4 n (20 Hz - 20,000 Hz ) 全高調波歪率0.0己％け下 

•再生周波数の広帯域化を図る A WRAT (Advanced Wide Range Amplifier Technology ) 搭載 

ダイナミック インターモジユレイション ディス!ション リダクション サーキット1」ィ _ 

•「DIDRC (Dynamic Intermodulation Distortion Reduction Circuitry )」 技徘 i 搭載 

• 3 段インノ（ーテッドダーリントン回路を採用 
•電力段左ち対称の内部レイアウト 

• 4つの大型音質コンデンサを採用 

•フ□ントパネルおよびサイドパネルにアル S パネルを採用 
•振動対策のためのサイドパネルマウンティング構造を採用 
• デジタル/アナ□グで独立した回路を搭載 
•表示部にほノイズのスタティック表示ち式採用 

•新たに正確な信号を作り出し、デジタル信号のゆらざを排除する PLL (Phase Locked Loop ) ち式ジッタークリーナー搭載 

• L / R チャンネルに独立した Wolfson 社製 ]92 kHz /24 bit D / A コンパ'-夕一 ( WM 8742) 搭載 
•ダイレクト機能搭載 
• 音質 （ 低音/高音）調節機能搭載 
•バランス調節機能搭載 

• DIDRC へッドホンアンプ搭載 
•ディスク U — トフォノイコライヴー搭載 
•フォノ入力対応 （ MM / MC ) 

•ディエンファシス機能搭載‘ 1 

. USB オーディオデノ（イス] 92 kHz /24 bit 対応 *2 

. デジタル入力 AES / EBU 1 92 kHz /24 bit 対応 

•デジタル入力4系統装備 （ AES / E 日 U ] 系統、同軸2系統、光]系統） 

• 真諭製の金メッキ音声端テ装備 
•金メッキ大型スピーカー端テ装備 
•表示部ディマー機能 

*132 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz のサンプ U ングレートに限りまず。それ LU 外のサンプ U ングレートでは、ディエンファシス機能は働きません。 
*2 PC と接続して音声を再生ずるには、弊社 Web サイトか日ドライバをダウン□ー ドずる必要びありまず。 

32 bit で入力でさまずび、 24 bit ホ目当の音質で出力されまず。 
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テクノ□ジー 


アドウバンスト ワイド レンジ 

1 .A WRAT (Advanced Wide Range 

アンプリファイアー テクノ□ジー 

AmpliTier Technology) 

A - 900 OR は、オンキヨーび独自に開発した 
さまざまなテクノ□ジーを搭載し、最適な 
オーディオノ（フォーマンスを実現していまず。 


ダイナ己ック 

- 「DIDRC (Dynamic 

インターモジユレイション デイストーション 

Intermodulation Distortion 

リダクション サーキットリイ 

Reduction Circuitry )」 技術 

デジタル音源の登場によりオーディオで重要 
な SN 比の数値は飛躍的に向上しました。 
しかし、レコードに代表されるアナ□グ音源 
などは聴感上の SN においてデジタル音源と 
比べてちまして劣っていないといラ現実は良 
<知られていまず。 

一般的に SN 比とは音の出ている時と出てい 
ない時の比であり、音の出ている時に発生ず 
るノイズは考慮されておりません。 

オンキヨーはこの音の出ている時の SN (動的 
SN ) に古くか日着目し、研究を重ねてきまし 
た。そして可聴帯域外ノイズび聞こえるメカ 
ニズムにより、音楽再生時の動的 SN び悪化 
し、聴感上の SN ち悪化ずることを突を止め 


人の耳では20 kHz じ(上の音び聞こえません 
び、それ LU 上の周波数でち異なる信号び重な 
るとビート（隐り）として聞くことびできる 
ことは良 < 知られていまず。 

アナ□グ音源時代は可聴帯域外には大さな信 
号は入っていませんでした。しかしデジタル 
音源になることで、巧聴帯域をこえる録音び 
可能となり、発生したビートび可聴帯域内に 
入り込んで来ているのでず。 

DIDRC (Dynamic Intermodulation 


Distortion Reduction Circuitry ) は局周波 
で発生ずるビートを可聴帯域内に入日ないよ 
ラにした新しい考え方を取り入れていまず。 

-ほ負帰還設計 

アンプの特性を改善ずる NFB (負帰遺）は多 
くのアンプで用いられる手法でずび、 NF 巨に 
よって改善される性能は静的な状態であって、 
瞬時に変化ずる音楽信号 びタッ ク部分など） 
では NFB では特性を改善でさずアンプの裸特 
性び大をく影響していまず。 

オンキヨーでは少量の NFB によって特性改善 
をはかり、音楽信号にとって大切な NFB を掛 
けていない状態でのアンプ特性を改善ずる設 
目十をわっていまず。 

-接地ループ閉回路 

A - 日00 OR では各回路に独立した閉回路設計 
を採用し、個別に各回路を電源に接続してい 
よ苗 0 

これによって、各回路び他の回路か日の影響 
を受けにくくし、接地電位に歪みび発生しな 
いよラにずることびでさまず。 

- H に C ( 瞬間大電流機能） 

H に C は アンプを スピーカーの 反射 エネルギー 
を除去し、瞬時に次の信号を送ることびでさ 
ふ苗 0 

また、これを実現ずるのに必要とされる大電 
流で、 スピーカーのインピーダンス や変化を 
処理ずるぶ、要ちありまず。 

スピーカーでは、周波数によってショートに 
近い状態び発生ずるのでショートに近い状態 
でち、電流を流せる能力び必要でず。 


-左ち対称のツインモノラル構造 

A -9000 R の左チヤンネルとちチヤンネルの 
電源は対称的に配置されていまず。 

どち日のチヤンネルち同じ電気的設計と構造 
設計をしており、信号経路の長さち統一され 
ていまず。したびって、ステレオ再生時の誤 
差を最ル限に抑えることびでさまず。 

2. 3 段インバーテッドダーリントン回路 
を採用した 4 パラプッシュスレ式増 

巾目ぉ旨十 

オンキヨー伝統の3段インノ（ーテッドダー U 
ントン回路はアンプ出力段の裸歪みをな減ず 
る優れた手法でずび、発振を起こしやず<実 
装では高度な技術を要しまず。 

A -9000 R ではこれまでのノウ八ウを元に 
チヤンネルごとに8個の大型トランジスタを 
搭載した「4パラプッシュプル設計」を実装 
し、アンプの強力なドライブ能力を実現しま 
した。 

フェイズ □ックド ルーフ 

3. PLL (Phase Locked Loop ) ち式 
ジッタークリーナー搭載 

ジッターとは、デジタル/アナ□グ変換時に 
発生ずる不要な副作用であり、デジタル信号 
の時間領域の変化によって生じまず。 

PLL 方式ジッターク U —ナー技術は、デジタ 
ル信号の入力と出力の位ホ目を比較し、正確な 
ク□ック波あを生成ずることによって、ジッ 
ターをほ減ずる技術でず。 

この技術によって、 子ジタ )し信号の処理精度 
び向上し、音質の大幅な向上を体感でさまず。 
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4 . サイドパネルマウンティング構造 


A -9000 R の基板は直接底板に接続せずに、 
内部の支柱で衝撃を吸収し、前面、側面、後 
面のパネルに取り付けていまず。 

このような構造を採用ずることによって、 

シヤーシの振動び基板に悪影響を与えないよ 
ラにしていまず。 


已 . USB を利用して PC の音声を再生 


A -9000 R の後面パネルに備わった USB 端モ 

キ□ヘルツ ビット 

に PC を接続して、1日2 kHz /24 bit の HD 
音声お式のファイルを再生でさまず’。 

* PC と接続して音声を再生ずるには、弊社 
Web サイトか日専用のソフトウエアをダウ 
ン□ー ドずるぶ、要びありまず。 

32 bit で入力でさまずび、 24 bit ホ目当の音 
質で出力されます。 
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ブロックダイアグラム 
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電源コード (2 m ) 



取扱説明書（本書） . 

保証 •. 

オンキヨーご相談窓□-修理窓□のご案内 . 

ユーヴー登録力ード . 

‘カタ□グおよび包装箱などに表示されている、型名の最後にあるアルファべッ 
色を表す記号です。色は異なってち操作方法は同じです。 


付属品 

ご使用の前に、なの付属品びそろつていることをお確かめください。 
() 内の数字は数量を表しています。 


リモコン （ RC -829 S ).(1) 

乾電池（単4あ、 R 03). に) 


Xu/ 
^1 
,- . 


の 

\1|/ \1|/ \1|/ \1|/ ロロ 
(((( & 


ま 


巨 


お買い上げいただをまして、あ0びと5ございます。 

ご使用前にこの円な及説明書」をよくお読みいただを、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られる所にイ呆証書、オンキヨーご相談窓 □ • 
修理窓□のご案内ととちに大切に保管してください。 










目次 


はじめに 

まな特長 . 

テクノ□ジー . 

ブ□ックダイアグラム ..... 

付 fenn... . 

ま全上のご注意 ... 

お使いになる前に .... 

乾電池を入れる . 

U モコンの使いかた ... 

本機を設置する…….. ... 

本機について . 

刖面ノ くネル . 

無面ノなル ... 

U モつン . 

接続をずる 

接続をずる .. 

スピーカーを接続する……. .. . .. 

接続に必要なケーブルの名称と接続端子の形状.., 

電源コードを接続する . 

CD プレーヤーを接続する . 

オンキヨー製ドックを接続する .... 

チューナーを接続する ... . .. 

オンキヨー製品と連動させる接続 . 

レコードプレーヤーを接続する . 

カセットテープデッキを接続する .... 

録音機器を接続する……… .... 

本機をプリアンプとして使用する . 

プリアンプ部とメインアンプ部を分けて使用する 
本機をパワーアンプとして使用する .... 

基本操作をずる 

基本操作 . 

本機の電源を入れる-切る . 

スピーカー A とスピーカ ーB を選択する ............. 

音重を調節する ...... 

入カソースを選択する . 

表术部の明るさを変スる . 

ダイレクト機能を使ラ.…… ..... 

音質とバランスを調節する ... 

一時的に音量をルさくする . 

表示を切り換える . 

へッドホンで聴く. ... 

本機のリモコンで他のオンキヨー製品を操作ずる…… 

オンキヨー製 CD プレーヤーを操作する . 

オンキヨー製ドックを操作する . 

オンキヨー製ネットワークチューナーを操作する 
本機を USB オーディオデバイスとして使用ずる ....... 

パソコンを接続ずる . 

USB ドライバをインス!ルずる . 

ノ くソコン内の音楽ファイルを再生する . 


23568 , 




224已 


6689012344已678 
11112222222222 


99000112233444已6666 
吕233333333333333333 


応用設定をする 

応用なぶ . 

入力名を変更する . 

入力名の表示/非表示を切0撰える 
へッドホンの音量を設定する ............ 

自動スタンバイを設定する…… ......... 

ルートを設定する . 

初期設定に戻ず ... 

その他 

困ったとさは ... 

主な仕様 . 

修理について ... 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。 
隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓 g 
を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのち 一つの 方まです 。 W 
お互いに必を配り、快い生活環境を守りましょう。 [4 


3333344 
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ま全上のご注意 

を全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤つた使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々へのち害や財産への損害を未然に防止するために、 r ま全上のご注意」をおずお守0 <ださい。 


r 警告」と r ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたとをに生じることび想定 
される危険度や損害の程度によって、 r 警告」と 
「注意」に区分して説明しています。 

誤った使いかたをすると、火 
災-感電などによ0死 t、 ま 
たは重傷を負5可能性び想定 
される内容です。 


誤った使いかたをすると、け 
びをした0周辺の家財に損害 
を与える可能性び想定される 
内容です。 



絵表示の見かた 


A 記号は「ごを意ください」 
という内容を表しています。 


A A 

高温注意感電注意 


&記号は「〜してはいけない」 
といラ禁止の内容を表してい 
ます。 


分解禁止姑れ手禁止 


♦記号は「必ずしてください」 
といラ強制内容を表していま 
す。 


® 〇 

電源プラグ必ずする 
をつンセン 
卜か日巧く 



故障したまま使用しない、異常び起 
きた5すぐに電源プラグを巧く 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


•煙び出ている、変なにおいや音びする 
•本機を落としてしまった 
.本機内部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用すると、火 
災-感電の原因となります。すぐに電源プ 
ラグをコンセントか5抜いて販売店に修 
理-点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


分解禁止 


火災•感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼し 
て < ださい。 


接続、設置に関ずるごま意 


■通風孔をふさびない、放熱を巧げない 


Q 本機には巧部の温度上昇を防ぐため、ケー 
スの上部や底部などに通風孔びあけてあり 
ます。通風孔をふさぐと内部に熱びこも 
り、乂災ややけどの原因となることびあり 
禁止 まず。 

•押し入れや本箱など通気性の悪い狭い所 
に設置して使用しない 
(本機の天面か5 30 cm ULL、 横から 
] 日 cmULL、 背面から]日 cm 政上のス 
ぺースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 巧やテーブルク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置いて使巧し 
ない 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入つた容器を置かない 



本機に水滴や液体び入った場合、火災•感 
電の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しな 
し、 


水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


• 調理台や加湿器のそばには置かない 
• 雨や雪などびかかるところで使用しなし、 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろ 
ラそくなどを置かない 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


•電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードび本機の下敷にならないよラにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
•無理にねじったり、引っ張った0しなし、 
•熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードび傷んだ5 (お線の露出-断線 
など）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災-感電の原因とな 
0ます。 


■電源プラグは定期的に掃除ずる 


〇 電源プラグにほこりなどびたまっている 
と、火災の原因とな0ます。電源プラグを 
抜いて、乾いた巧でほこりを取り除いてく 
ださい。 

必ずする 
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電池に関ずるごま意 


■乾電池を巧電しない、加熱•分解しない、乂や水 
の中に入れない 

Q 電池の破裂、液われにより、火災•けびや 
周囲を巧廈する原因となることびあ0ます。 
• 指定がの電池は使用しない 
• 新しし谭池とちい電池を混ぜて使用しない 
ホ止 •電池を使い切ったとさや長時間リモコン 

を使用しないとをは電池を取り出す 
•コインやネックレスなどの金属物と一緒 
に保管しなし、 

•極性表示（プラス©とマイナス©の向 
さ）にを意し、表示通りに入れる 
■電池か6漏れ出た液にはさわ S ない 

万一、液び目や口に入ったり巧膚に付いた 
場合は、すぐにされいな水で充分洗い流 
し、医師にご相談ください。 


接触禁止 


接続、設置に関するごま意 


I 不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

Q 強度の足0ないぐらついた台や振動する場 
所に置かないで < ださし、。 

本機び落下したり倒れたりして、けびの原 
因となることびあります。 

禁止 

I 配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故 
の原因となることびあります。 

ま意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 

■表示された電源電圧（交流100ボルト）で使用ずる 

〇 本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧がで使用すると、火 
災-感電の原因とな0ます。 

必ずする 

■電源コードを束ねた状態で使用しない 

発熱し、火災の原因となることびありま 

Q す 

禁止 

■電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張 S ない 

Q コードび傷つさ、乂災や感電の原因となる 
ことびあ0ます。 

プラグを持って抜いてください。 

禁止 

■長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 
か6巧< 

絶縁装化やろラ電などによ0、乂災の原因 
となることがあ0ます。 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


I 電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全のまま使用ずると、感 
電、発熱による火災の原因となりまず。 
プラグび簡単に抜けてしまラよラなコンセ 
ントは使用しないでくださし、。 


Q 

禁止 


I めれた手で電源プラグを巧さ差ししない 

感電の原因になることびあ0ます。 




城れ手禁止 

■お手入れの際は電源プラグを巧く 


電源プラグ 
をコンセン 
卜からおく 


お手入れの際は、安全のため電源プラグを 
コンセントか5抜いてか5行ってくださ 
い。 


使用上のご注意 


■本機内部に金属、燃えやずいものなど異物を入れ 
ない 

0 火災-感電の原因となります。特にルさな 
おデ様のいるご家庭ではごを意ください。 

• 本機の通風孔から異物を入れない。 

•本機の上に通風孔に入りそうなルさな金 
禁と 属物を置かない 

■ 長時間音びひずんだ状態で使わない 

アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の 
原因となることびあります。 


0 

禁止 


I 雷が鳴りだした S 本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 


接輔禁止 


さてれ 
すゴ皆 
的織が 
上間れ 
を期れ 
量長な 
音。で損 
、い量く 
はさ音を 
時だ大大 
いるくなび 
なな意ラカ 
^にをよ聴 
目用ごる、。 
^使にすとす 
引ごラ激るま 
てをよ刺す〇 
音 機いを用あ 
な 本な耳使び 
さ 

1趾 

長 

■ 


0 


9 












使用上のご注意 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりのたまったまま使用していると火災や故障の原因となることびあります。 

特に湿気のをくなる梅雨期の前に行5と、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■通風孔の温度上昇にま意 


A 


局湿ま意 


本機の通風孔付近は放熱のため高温になる 
ことびお0ます。 

電源び入っているとさや、電源を切った後 
しばらくは通風孔付近にご注意くださし、。 


■音量を上げずぎない 


0 

禁止 


•突然大さな音び出てスピーカーやヘッド 
ホンを破損したり、聴力障害などの原因 
となることびあ0ます。 

•始めか5音量を上げ過ざると、突然大を 
な音び出て耳を傷めることびあります。 
音量は少しずつ上げてご使用ください。 


■本機のお手入れについて 

•表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固<絞っておさ取ったあと乾いた巧でおいてください。化 
学ぞラさんなどお使いになる場合は、それに添付の注意書さなどに従ってください。 

•シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装が落ちたり変形することがあり 
よ9 〇 


移動時のごま意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


コードび傷つさ火災や感電の原因になりま 
す。 


■本機の上にちのを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな 
いで < ださい。 

落下や転倒してけびの原因にな0ます。 

禁止 
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お f まいになる前に 


乾電池を入れる 


リモコンの使いかた 


本機を設置する 


1 ルさなくぼみを巧しなが S 、 スライドし電池力 
バーを 開ける 



2 図の極性に合わせて電池（単4お、 R 03) を入 
れる 



U モコンを本機の U モコン受光部に向けて使用して 
<ださい。 


リモコン受光部 



己お知6せ 

• 本体の受光部び直射曰光やインノ 夕ータイプの堂光灯 
の光に当たらないよラにして<ださい。必要に応じて位 
置を変えてください。 

• ホが線を使つた機器の近くで使巧したり、化の U モコン 
を併用すると誤動作の原因となりまず。 

•U モコンの上に何ち置かないでください。圧力びかかる 
と電池び液漏れする場合びあ0ます。 

• 本体を色付さのガラス扉び付いたラックやキャビネット 
に設置している場合、扉び閉じていると U モコンび正常 
に機能しないことびあります。 

•U モコンと本機のリモコン受光部の間に障害物びあると、 
U モコンび正常に機能しないことびありまず。 



頑丈な棚和ラックに設置して<ださい。本機の重量 
が均等に4つの足に分散されるように配置してくだ 
さい。強度の足りないぐらついた台和振動する場所 
に置かないでください。本機は、高い変換効率を持 
つよラに設計されていますが、その温度は他のオー 
ディオ機器よりち高<なります。適切な換気を確保 
して、放熱を細ブないようにしてください。 


ごお知5せ 

• リモコン操作の反応び悪くなったとさは、ちい電池を取 
り出して、2本とち新しい電池と交換してください。 

• 種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しな 
いで < ださい。 

•長期間リモコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防 
ぐために、電池を取り出しておいてください。 

•消耗した電池を入れたままにしておくと、腐食によりリ 
モコンをいた奴ることびあります。 






















本機について 


前面パネル 


® (2) 硬 ® 



詳細については、 （） 内のページをご覧ください。 


① の ON / STANDBY ボタンい P .29) 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

② リモコン受光部 （■» P .11) 

リモコンからの信号を受信します。 

③ MAIN IN LED い P .28) 

本機をノてワーアンプとして使用している 
(MAIN モード）とを、点なします。 

④ ボリユームつまみ （^ P .30) 

音量を調節します。 

⑤ DIRECT スイツチい P .31) 

ダイレクト機能の ON と OFF を切り換えます。 


⑧ DIRECT LED い P .31) 

ダイレクト機能び ON になっているとさに点な 
しよ9 Q 

⑦デイスプレイオフ LED い P .31) 

表示部び消なしているとさに点打します。 

⑨ 表示部 

さまざまな情報を表示します。 

⑨ INPUT ダイヤル （^ P .30、37) 

このダイヤルを回すと、入カソースを順まに表 
示部に表示します。また各設定を選択します。 


⑩フ□ントドア 

前面パネルの下部をゆつく D と押して、開けて 
<ださい。 




























































詳細については、 （） 内のページをご覧ください。 

® POWER スイッチい P .29) 

本機の主電源を入/切します。 

@ SPEAKERS ボタンと A/B LED い P .30) 

出力する スピーカーをスピーカー A 、 スピー 
カー 目のいずれか、または両方から選択しま 
す。選択している スピーカー 出力にをわせて 
A/B LED が点なします。 

@ BASS ■/+ ボタン P .32) 

低音の音量を調節します。一回押すと、現在の 
設定値が表示されます。 


0 TREBLE ■/+ ボタン （今 P .32) 

高音の音量を調節します。一回押すと、現在の 
設定値が表示されます。 

© BALANCE L/R ボタン P .32) 

左ちの音声バランスを調節します。 

@ SETUP ボタン P .37) 

各設定を選択または確定します。 

@ PHONES 5箭子(-» P .33) 

標準プラグのステレオへッドホンを接続する端 
テです。 
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後面パネル 


① SPEAKERS A 5 好 

スピーカー A を接続します。 

② RI REMOTE CONTROL 端モ 

RI 端テ付をオンキヨー製 CD プレーヤー、 
ネットワークチューナー、 RI ドックと接続し、 
連動させる端テです。 

③ USB 端子 
パソコンを接続します。 

パソコンで再生した音楽ファイルを、出力し 
ます。 

@ DIGITAL IN AES/EBU 端子 

CD プレーヤーなど、バランス （ AES / EBU ) 
出力端子と接続するためのデジタル音声入力端 
テです。 


□ お知 S せ 


Iアナ□グ XLR 端テと接続しないよラにを意してくだ 
さい。 


CD プレーヤーなど 、 COAXIAL (同軸）デジタ 
ル音声出力機器と接続するデジタル音声入力端 
テです。 

© DIGITAL IN OPTICAL 端子 

CD プレーヤーなど、日 PT に AL (光）デジタル 
音声出力機器を接続するデジタル音声入力端テ 
です。 

⑦ SPEAKERS B 5 好 

スピーカー目を 接続します。 

® PHONO ( MM / MC ) L/R 端子 

レコードプレーヤーを接続するためのアナ□グ 
音声入力端テです。 

⑨ MM / MC 切換スイッチ 

レコードプレーヤーのカート U ッジの形式 
(=MM 型/ nMC 型）に合わせて切り換えます。 

⑩ GND 端子 

レコードプレーヤーのアース線を接続します。 



再生機器を接続するためのアナ□グ音声入力端 
テです。 

@ LINE OUT L/R 端子 

アナ□グラインレベル機器などに接続します。 

PHONO/DIGITAL IN/LINE IN に入力され 
た信号がラインレベルで出力されます。 

@ PRE OUT L/R 5 好 

本機をプ U アンプとして使用するときに、パ 
ワーアンプを接続します。 

0 MAIN IN L/R 端子 

本機をパワーアンプとして使巧するときに、プ 
U アンプを接続します。 

© 電源入力 AC 100 V 端子 

付属の電源コードを接続します。 


接続については r 接続をする」をご覧ください 

P .1 色〜28)。 
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リモコン 


詳細については、 （） 内のページをご覧ください。 



① む ボタン （•》 P .29) 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

② DIMMER ボタン P .31) 

表示部の明るさを切り換えます。 

③ 八/ V/</>/ENTER ボタン 

設定項目を選択します。 ENTER ボタンを押す 
と、選択している項目を確定します。 

④ VOLUME ボタン P .30) 

音量を調節します。 

⑤ INPUTA/V ボタン P .30) 

入カソースを選択します。 

⑥ SETUP ボタンい P .37) 

設定メニューに入ります。 

⑦ DISPLAY ボタンい P .33) 

表示部の情報を切0換えます。 

⑨ RETURN ボタン 

設定中に1つ前の表示に戻します。 

⑨ MUTING ボタンい P .32) 

音を一時的にルさくします。 

⑩ TONE/BAL ボタンい P .32) 

ほ音、高音、バランスを選択します。 


U モコンでお手持ちのオンキヨー製 CD プレーヤー 
( C - 700 OR など)、オンキヨー製ネットワーク 
チューナー ( T - 4070など)、オンキヨー製ドック 
( ND - S 1000など）を操作することびでをます。 

己お知 5 せ 

•U モコンを CD プレーヤーに向けて操作してください。 
•製品によっては対応していないをのや一部操作び出来な 
し、ものもあります。 

•オンキヨー製ドックとオンキヨー製ネットワークチュー 
ナーを操作するには、 RI 接続び必要です。（今 P. 己 3) 

• 各機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

■オンキヨー製 CD プレーヤーを操作ずる 
い P .34) 

〇 (!) CD ボタン 
@再生モードボタン 

■オンキヨー製ドックを操作ずる P .34) 

〇 (!) ボタン 
@ DIMMER ボタン 
© 八/ V/ENTER ボタン 
み ドック操作ボタン 

■オンキヨー製ネットワークチューナーを操作ずる 
い P .3 已） 

〇 (!) ボタン 
@ DIMMER ボタン 
© 八/ V / く/ >/ENTER ボタン 
0 @チューナー操作ボタン 
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接続をずる 


スピーカーを 接続す る 



■ネジ式スピーカー端子 

スピーカーコードの被覆を先端から1己〜2日 mm 剥ぎ、芯線をしっかりよじりま 
す。 


1已〜2日 mm 



16 


■バナナプラグ 

•スピーカー端子をしっかり締めてから、バナナプラグを挿入してください。 
•スピーカーコードのな線を、スピーカー端子のバナナプラグ用の巧に直接挿入し 
ないで < ださい。 


己ぉ知5せ 

• Y プラグは接続でさません。 

•本機には2セットのスピーカー(スピーカー A とスピーカー B ) を接続で走ます。音楽を 
鑑賞するとをに、どち5のスピーカーから音を出すか選択でさます。また、両方のスピー 
カーか5音を出すことちでさます。 

•スピーカー A または B 端子の一方だけに接続する場合は、インピーダンスび4〜16 0 
のスピー カーを 使用してくださし、。 

•スピーカー A と B 端子の両方に接続する場をは、インピーダンスび8〜 ] 目〇のスピー 
力一を使巧してください。80未満のスピーカーを接続すると、保護回路び働く場合びあ0 
ます。 

• 1つのスピーカー端子に複数のスピーカーコードを接続しないでください。故障の原因にな 
0ます。 

• 1台のスピーカーだけを使巧する場合やモノラル音声を再生する場合に、1台のスピーカー 
を左ちスピーカー端テに並列接続しないでください。 

•必ず、プラス （+) 端子はプラス （+) 端子と、マイナス（一）端テはマイナス（一）端子 
と接続するよラにしてください。間違って接続すると、逆位相になり再生音び不自然になり 
ます。 

• プラスのコードとマイナスのコードをシヨートさせないでください。故障の原因にな0ま 
す。 

• コードの芯線を本機の後面パネルと接触させないでください。故障の原因になります。 









































































































































■バイワイヤリングで接続ずる 


スピーカーズ 

バイワイヤ1」ング接続に対応したスピーカーを接続し、低音域と高音域の音質を向上させることびでをます。 SPEAKERS A 端テおよび SPEAKERS B 端テを使用して、低 
域信号と高域信号を分けて配線します。 


重要 

•バイワイヤ IJ ング接続に対応するスピーカーのみ使用可能です。詳しくはスピーカーの取扱説巧書をご覧<ださし、。 

•バイワイヤ U ング接続を行うときは、スピーカーのツイーター搞音）端テとウーファー饱音）端テをつなぐショート金具を必ず取り外してください。 
•バイワイヤ IJ ング接続をするとさは、 SPEAKERS A 端子および SPEAKERS 已端子を使用ずる設定にしてくださいい P .30)。 


本機 




ちスピーカー 


左 スピーカー 


Q ヒント 

•イラストでは、 SPEAKERS A 端子をウーファーに SPEAKERS 已端テをツイーターに接続していますび、逆に接続することも巧能です。 
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接続にお要なケーブルの名称と接続端子の形が 


バランス型 n 音声専用のデジタル転送規格に準拠した AES / EBU ケーブルを用いてデジタル音声信号を伝送します。バランスタ 

AES/EBU ケーブル 广っ口 £% イプの AES / EBU ケーフルは長いケーフル引き回しでもノイズを最ル限に抑えるため長距離の伝送に適しています。 

キ□ヘルツ ビット 

a ™ PCM 入力の最大ヴンプ U ング周波数は、1目2 kHz /24 bit 、 2チヤンネルです。 


才ーム 

110 0でインピーダンスマッチングされます。 


US 日デジタルケーブル 



USB 

M 

USB デジタル接続でデジタル音声び楽しめます。本機は USB 規格 Rev 2.0 HS に準拠しています。 A - B タイプ 
USB ケーフルを使用してください。 

PCM 入力の最大ヴンプ U ング周波数は、1 92 kHz /24 bit 、 2チヤンネルです。 




光デジタルケーブル 

(OPTICAL) 



W 


PCM デジタル音声を楽しむことびでをます。 

PCM 入力信号で利用できるヴンプ U ング周波数は、最大9已 kHz /24 bit 、 2チヤンネルです。 

Hiim 

c 

PTICA 

L 

同軸デジタルケーブル‘ 

(COAXIAL) 



オレンジ 

PCM デジタル音声を楽しむことがでをます。 

PCM 入力信号で利田できるヴンプ U ング周波数は、最大1目 2 kHz /24 bit 、 2チヤンネルです。 

7己0でインピーダンスマッチングされます。 



COAXIAL 


才ーデイオ用 
ピンケーブル 

~|~1 11111 

L 

R 

◎白 

◎赤 

アナ□グ音声信号を伝送します。 

RI ケーブル 



RI 


RI ( U モートインタラクティブ）機能を使う場合は、本機とオンキヨー製 CD プレーヤー、ネットワークチユー 
ナーや RI ドックを RI ケーフルで接続する必要びあります。 


の 

REMOTE 

CONTROL 


□お知 s せ 

•プラグは奥までしっか0巧し込んでください（ノイズや誤動作の原因になります)。 

•ケーブル同±の接触を防ぐため、音青ケーブルや電源-スピーカーケーブルび接近しないよラにしてください。 

•本機の光デジタル端子は、すべてとびらタイプですので、とびらをそのまま奥へ倒すよラにして、光デジタルケーブルを差し込んでください。 
•光デジタルケーブルはまっすぐ抜を差ししてください。ななめに抜を差しすると、とび5び破損する場合びあ0ます。 

• PCM 政がのデジタル音声信号を入力しないで<ださい。 

‘同軸デジタルケーブルの代わ0にオーディオ用ピンケーブルを使用することは可能ですび、同軸デジタルケーブルまたはビデオケーブルを使用し 
ていただくことを推奨します。 


-0K! 


证 111]= 

-NG! 


1 AES / EBU 入力端子について 


AES / EBU ケーブルを接続する 


AES / EBU ケーブルをはずす 


ピンの位置を合わせてカチッと音びするまで端子を差し込みます。ケーブルを軽く 
引っ張り、完全に接続されているかどラか確認してください。 



コネクターのボタンを押しなびら、矢印の方向にケーブルを引っ張ります。 
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電源コードを接続する 


本機 



プずべての接続び完了していることを®認ずる 

2 付属の電源コードを、本機の電源入力 
AC 100 V 端子に接続ずる 

3 電源コードを家庭用電源コンセントに接続ずる 


より良い音で聴いていただ < ために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされていま 
す。電源プラグの目印側を、家庭用電源コンセント 
の溝の広い方に合わせて差し込んで<ださい。家庭 
用電源コンセントの溝の長さび同じ場合は、どちら 
を接続してちかまいません。 

Q ヒント 

• ノイブを抑えるため、信号ケーブルと電源ケーブルは一 
緒に束ねず、お互いに離して配線してください。 


己お知5せ 

• 家庭巧電源コンセントに電源プラグを差し込んだ状態で、 
電源入力 AC100V 端子か5電源〕ードを巧くと、感電 
ずる可能性びありまず。電源コードを接続するときは、 
最後に家庭用電源コンセントに接続し、巧くときは最初 
に家庭用電源コンセントか S 抜いてください。 

• 本機の電源を入れると、瞬間的に大さな電流び流れて、 
コンピューターなどの機器の動作に彰響することびあ D 
ます。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコ 
ンセントに接続することをおすすめします。 

• 付属の本機専用電源コードな列は使用しないでください。 

.電源コードをコンセントから抜くとさは、本機の主電源 
をオフにしてか5巧いてください。 
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CD プレーヤーを接続する 


別売りのオンキヨー製 CD プレーヤ ー C - 700 OR との接続例です。 

1アナ□グで接続ずる 


本機 



Q ヒント 

• LINE IN 1/2/3 端モのぃずれに接続してちぉ使ぃぃただけます。 
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コアキシャル オプティカル 

デジタル （COAXIAL (同軸）または OPTICAL (光)）で接続ずる 


本機 



Q ヒント 

• COAXIAL 1/2 端子、 OPTICAL 端子のいずれに接続してちお使いいただけます。 




























































































































































デジタル ( AES / EBU ) で接続ずる 


本機 



オンキヨー製ドックを接続する _ 

別売りのオンキヨー製デジタルメディアトランスポートとの接続例です。 


本機 



□ ぉ知5せ 

• デジタル接続タイプのオンキヨー製ドックをご使用ください。 

• RI 機能を使用する場合、入力の入力名を変更する必要びあります （^ P . 吕3、37)。 

Q ヒント 

• COAXIAL 1/2 端子、 OPTICAL 端子のいずれに接続してちお使いいただけます。 
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チ 3 ■—ナーを接続ずる _ 

別売りのオンキヨー製ネットワークチューナ ー T - 4070との接続例です。 

1アナ□グで接続ずる 


本機 



日ぉ知5せ 

• AI 機能を使用する場合、入力の入力名を変更する必要びありますい P .23、 37)。 

Q ヒント 

• LINE IN 1/2/3 端モのぃずれに接続してちぉ使ぃぃただけます。 
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デジタル （ AES / EBU、COAXIAL (同軸）または OPTICAL (光)）で 
接続ずる 


本機 



□ ぉ知5せ 

• RI 機能を使用する場合、入力の入力名を変更する必要びあ日ます（^23、37)。 

Q ヒント 


•AES/EBU 端テ、 COAXIAL 1/2 端子、 OPTICAL 端子のいずれに接続してもお使いい 
ただけます。 
















































































































































































オンキヨー製品と連動させる接続 


本機 



1 接続した機器に合わせて入力の入力名を変更する （^ P .37) 


接続機器 

入力ち 

CD プレーヤー 

CD 

ネットワークチューナー 

TUNER 

RI ドック 

DOCK 


2 各オンキヨー製 CD プレーヤー、ネットワークチューナー、 RI ドックび、接続 
されていることを確認ずる （^ P .20 〜 22) 


3 RI ケーブルを接続ずる 


RI 0」モートインタラクティフ）機能で、な下のシステム機能を利用できます。 

■才ートバワーオン 

本機びスタンバイモードになっている状態で、 RI 接続されている機器の再生を 
おめると、自動的に本機の電源び入 D 、 該当する機器び入カソースに選ばれま 
す。 


■ダイレクトチェンジ 

RI 接続されている機器の再生び始まると、その機器び入カソースに選ばれます。 

■システムオフ 

本機の電源を切ると、 RI 接続されている機器の電源び自動的にオフになります。 

■ リモコン操作 

本機の U モコンを使って、 RI に対応しているオンキヨー製ネットワークチュー 
ナー、 阿 ドックを操作でをます。 U モコンを本機の U モコン受光部に向けて操作 
します。 

Q ヒント 

•接続機器の操作に関しては「本機の U モコンで他のオンキヨー製品を操作する」をご覧くだ 

さい（今 P .34)。 

□ お知6せ 

• RI ケーブルの接続は、順序の指定はありません。 

• RI 端テび2つある場合、2つの端子の働をは同じです。どち5にわつなぐことびでさます。 
.本機の RI 機能は、オンキヨ—製 CD プ レーヤーに- 7 日 7 日な ど)、ネットワークチュー 
ナー ( T -4 日 7 日な ど)、 RI ドック （ ND - S ] 日日日な ど）にのみ対応しています 。 MD レ コー 
夕‘一など他の機器では、 適切に働さません。 

•製品によっては、 RI 接続をしても、一部の機能び働かないことびあります。 

• CD プレーヤーは、オートパワーオンとダイレクトチェンジのみに対応しています。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書わあわせてご覧ください。 

•新旧製品の連動動作の対応/非対応については、オンキヨーオーディオコールセンターにお 
問い合わせください。 
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レコー ドプ レー ヤーを接続ずる 


本機 



フォノイコライヴーを内蔵していない 
レコードプレーヤー 

レコードプレーヤーのカート U ッジ形式に合わせて、本機の後面パネルの 
MM / MC 切換スイッチで MM / MC を切り換えます。 

レコードプレーヤーを PHONO 端子に接続する前に、端子に挿入されている 
ショートピンを外してください。 

□ おな15せ 

• MM / MC の切り換えは、おず本機の電源びオフの状態で行ってください。 

Q ヒント 


•お使いのレコードプレーヤーびフォノイコライヴーを内蔵している場合 、 LINE IN 1端子 
などその他のアナ□グ入力端子に接続することびでさます。 

•了ース 监地）線のあるレコードプレーヤーは、アース線を本機の GND 端子に接続してく 
ださい。ただし、レコードプレーヤーによっては、アース線を接続すると逆にノイズび大き 
くなることびあ0ます。その場合は、アース線を接続する必要はありません。 
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カセツトテープデッキを接続ずる 


本機 



Q ヒント 

• LINE IN 1/2/3端モのいずれに接続してちお使いいただけます。 


















































































































































録音機器を接続する 


重要 

•あなたび録音したちのは、個人として楽しむほかは普作権ま上、権利をに無断で使用でさ 
ません0 

•録音中は本機の入力を切り換えないでください。途中で入力を切り換えると、新しく選択 
された機器からの音声び録音されてしまいます。 


□ お知 S せ 


•音量調節および MUTING ボタンでの操作は 、 LINE OUT 端子か日出力される音声信号に 
は反映されません。 

バス トレフル バランス トーン パランス 

• BASS -/+ ボタン 、 TREBLE -/+ ボタン 、 BALANCE L/R ボタン、 TONE/BAL ボタン 
で設定した内容は 、 LINE OUT 端モか S 出力される音青信号には反映されません。 

• 詳しい操作ち法は、録音機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


本機 
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本機をプリアンプとして使用する 


本機をプ1」アンプとして使用し、お好みのパワーアンプと接続することびでさます （ PRE モード)。プ U メインアンプとして使用する場合よりち、本機の発熱を少し抑えること 
がでさます。 

別売りのオンキヨー製パワーアンプ M - 日日日日 R との接続例です。 


重要 

• このモードを使巧すると、 SPEAKERS ボタンは使用でさません。 

•このモードを使用するには、 「 ROUTE 」 設定を変更する必要びあります （^ P .40)。 


本機 
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プリアンプ部とメインアンプ部を分けて使用ずる 


本機のプ U アンプ部とメインアンプ部を独立して使用することびできます （ SPLIT モード)。グラフィックイコライヴーなどのェフエクター機器をプ U アンプ部とメインアンプ 
部の間に接続します。 


重要 

•MAIN IN 端子に接続ずる前に、必ず本機の電源をオフにしてください。 

•このモードを使用するには、 「 ROUTE 」 設定を変更する必要びありまず（与 P .40)。 


本機 




□ ぉ知5せ 

•エフェクター機器によっては、電源をオン•オフ時にノイズび発生する場合びあ日まず。その場合は、エフェクター機器の電源をオンしてか6本機の電源をオンにし、本機の電源をオフにしてか6 
エフェクター機器の電源をオフにしてください。 
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本機をパワーアンプとして使用ずる 


本機をパワーアンプとして使用し、お好みのプ U アンプと接続することができます （ MAIN モード)。このモードを選択すると、 MAIN IN LED が点なします。スピーカーの接 
続方法は「スピーカーを接続する」をご覧ください （ AP .1 色)。 

別売りのオンキヨー製プ U アンプ P-3000R との接続例です。 


重要 

•MAIN IN 端テに接続する前に、必ず本機の電源をオフにしてください。 

•「 MAIN 」 モードに設定を変更する前に、 CD プレーヤーなどのソース機器び MAIN IN 端子に接続されていないことを、必ず確認してください。ソース機器のライン出力を MAIN IN 端テに直接 
接続すると、爆発的な大音量び出て、本機やスピーカーび破損するおそれびあ 0 ます。 

•このモードでは、下のよラな制限びあ 0 ます。 

-音量調節はでをません。 

- SPEAKERS ボタンと SETUP ボタンの機能のみ使用でをます。 

- MAIN IN 端子と SPEAKERS 端子のみ使用できます。 

-へッドホンは使用でをません。 

-自動スタンバイ機能は働きません （^ P .3 目）。 

•このモードを使用するには、 「 ROUTE 」 設定を変更する必要びあります（寺 P .40)。 


P - 3000 R 


















































































































































基本操作 


本機の電源を入れる-切る 


Cl ) ON/STANDBY ボタン 


■本機の電源を入れる 


I 本機の電源を切る 


ONKYO 


■ U モコンで操作ずる 


■リモコンで操作ずる 


哈。 



OPOWER 

ろ—こ: 00 

二 © POWER スイッチ 


CD ボタン ー 

-© 

河 

CD 

© 


DIMMER 

口 

s 


む MDOuj に II I 1 W のり 


CUDiZ^C：^ 


1 本機の© POWER スイッチを巧して（■)、ま 
電源を入れる 

2 む ボタンを巧ず 

表示部び点好します。 

■本体で操作ずる 


1 本機の© POWER スイッチを巧して（_)、ま 
電源を入れる 

2 む ON / STANDBY ボタンを巧す 

表示部び点打します。 


Q ヒント 

•電源を入れたとさ、本機の表示部に音量を表示した後、 

本機び完全に起動するまでの数砂間 「 MUTING 」 び点滅 
します。 

•一定時間ウオー S ングアップすると、本機の部品や内部 
温度び安定し、音び柔 5 かくなります。 

• 本機は電源をオフにした際の状態を記憶し、電源をオン 
にすると前回電源オフ時の状態に戻ります。 


1 む ボタンを巧ず 

本機がスタンバイ状態になり、表示部が消灯し 
ふ hJ 〇 

2 ま電源を切るには本機の© POWER スイッチを 
巧し 、 OFF (■) にする 

■本体で操作ずる 


1 む ON / STANDBY ボタンを巧す 

本機びスタンノ（イ状態になり、表示部び消灯し 
ます。 

2 ま電源を切るには本機の © POWER スイツチを 
巧し 、 OFF (■) にする 


Q ヒント 

•電源の設定については、「自動スタンバイを設定する」を 
ご覧ください OP . S 日）。 
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スピーカ ー A とスピーカー B を選択ずる 


音量を調節ずる 


入カソースを選択する 


出力する スピーカーをスピーカー A 、 スピーカー B 
のいずれか、または両方から選択します。 



し U 下の範囲で音量の調節びでをます。 

rVOLMIN 」、 「-9 已 dB 」、 「-90 dB 」、 卜8 已 dB 」、 
r- 80 dB 」 から「14 dB 」、「 VOLMAX 」 

■リモコンで操作ずる 



VOLUME k/^ 

ボタン 


ポ U ューム 

VOLUME ▲/▼ ボタンをくり返し押ず 


入力を切り換えて、再生する機器を選択します。 
政下の入力から選択でをます。 

rUNEl 」、「 LINES 」、「 LINES 」、 「 COAXl 」、 
「 C 0 AX 2」、「 OPT 」、「 AES - EBU 」、「 USB 」、 
「 PHONO 」 

■ U モコンで操作ずる 


INPUT A/V 

ボタン 



— RETURN 

O o 


© 


0 i O 


f INPUT 八 / V ボタンをくり返し押ず 
I 本体で操作ずる 


スピーカース 

1 SPEAKERS ボタンをくり返し巧ず 

選択したスピーカーの LED び点打します。 


■本体で操作ずる 

ボ IJ ユームつまみ 


INPUT ダイヤル 


□ お知5せ 

•ヘッドホンを接続している場合は、使用で去ません。 
•「 ROUTE 」 を rPREJ に設定している場合は、使用でき 
ません P .40)„ 

•スピーカ ー A 、 スピーカ ー B の両方を還巧する場合、ス 
ピーカーのインピーダンスび制限されます。詳しくは 
「スピーカーを接続する」をご覧ください OP .1 己)。 



Q ヒント 


1 ボリュームつまみを回ず 


•入力の入力名を変更するには r 入力名を変更する」をご 
覧ください （^ P .37)。 

• 使用してない入力の入力名を非表示にするには「入力名 
の表示/非表示を切り換える」をご覧ください 

一 P .38)。 


己お知 S せ 

Q ヒント .USB 接続をしていない場合、 「 USB 」 は表示されませ 

•お買い上げ時は r - 已已 dB 」 に設定されています。 ん。 
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表示部の明るさを変える 


ダイレクト機能を使う 


表术部の明るさを変スます0 


ディスプレイオフ LED 


I- 


〇 







© 

© 

DIMMER ボタン ー 

DIMMER 

DISPLAY 

口 


1 DIMMER ボタンをくり返し巧ず 


普通一暗い一消な 

普通 



ディスプレイオフ LED が点なします。 


己お知6せ 

• 表示部び消灯している間、設定および調節に使5ボタン 
を操作すると、日音い状態で表示部び数秒間点打します。 


ダイレクト機能をオンにすると音質り氏音、高音） 
経路をノ（イパスし、音質に有利な最短経路とな D 、 
表示管は消灯します。本機では音質に影響を与えな 
い表示管を採用しており、点灯させることをでさま 
す。また、左ちの出カバランスは音質に影響のない 
ち式を採用しているため、調節することびでをま 
す。 


DIRECT スイッチ DIRECT LED 



1 . 

1 1 〇 

J 

一 







ダイレクト オン 

1 D 旧 ECT スイッチを ON に切り換える 

表示部が消口し DIRECT LED が点灯します。 


Q ヒント 

•ダイレクト機能びオンのとさ、表示部を点灯させるには 
DIMMER ボタンを巧します。 
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ほ音、高音、左ちの出カバランスを調節します。 

■U モコンで操作ずる 


-</>ボタン 


RETURN ボタン 


- TONE / BAL ボタン 


TONE/BAL ボタンをくり返し巧す 

► BASS (低音）： 

► TRBL (高音）： 

r- 色」から「+巨」の範囲で調節します。 


►し R (バランス）： 

左ちの出カノ（ランスを調節します。 

バーびちに進むほど、左スピーカーよりち 
スピーカーからの音量び大をくなり、バー 
び左に進むほど、ちスピーカーより左ス 
ピーカーからの音量び大をくなります。 
バーび無い状態では、左ちの音量び同じに 
なります。 


2 </>ボタンをくり返し巧ず 

設定び自動的に確定します。 

調節を終了する場合は、 RETURN ボタンを押 
しす〇 


■本体で操作ずる 



E 



0 

〇 



〇 


〇… 

〇 







BASS ■/+ 

ボタン 


TREBLE ■/+ 

ボタン 


BALANCE 

L / R ボタン 


バス トレブル 

BASS-/+ ボタン、 TREBLE-/+ ボタン、 

"ランス 

BALANCE L/R ボタンをくり返し巧ず 

設定び自動的に確定します。 


Q ヒント 

•お買い上げ時は 「 BASS」、rm 己し] び「□」、バランス 
びセンター（バー表示無し）に設定されています。 


己お知5せ 


I 設定中に已秒 L ツ上無操作の状態び続<場合、設定び終了 
します。 

I ダイレクト機能びオンの場合 、 BASS -/+ ボタンまたは 
TREBLE -/+ ボタンを巧すと 「D 旧 ECT 」 と表示され 
調節で走ません。 

I ヘッドホンを接続しているとき、バランス調節すると 
「 PHONES 」 と表示され調節でさません。 


一時のに音量をルさくずる 


出力を一時的にルさくします。 


〇 〇 〇 

"PUT VOLUME 

〇 〇 

SETUP Munmi 

〇 C- 


)NS 旧 AL 
A 


000 

>/|| 

000 

0 

- DOCK/TUNER 


MUTING ボタン 


MUTING ボタンを巧ず 

表示部に 「 MUTING 」 び点滅します。 

解除するには、 MUTING ボタンをちう一度押 
します。 


□ お知6せ 


>一時的に音量をルさ<した場合： 

-音量を調節または本機をスタンバイ状態にすると、こ 
の機能は解除されます。 

- INPUTA / V ボタンまたは INPUT ダイヤルで入力 
を切 0 換えると表示部に現在の入力名び 3 秒間表示さ 
れます。 

>設定中に MUTING ボタンを押すと、設定び終了して消 
音状態になります。 

> 「 MUTING 」 び表示中に主電源をオフまたは AC プラグ 
を损いてち、次回量源オンしたとさ消音状態を維持して 
います。 


音質とバランスを調節する 





戀 R 

OIOIO 


巧 

巧 

〇 
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表示を切り換える 


選択中の入力や設定値を表示します。 


© ©I 

iS S ——0ほ PLAY ボタン 


1 D 旧 PLAY ボタンをくり返し巧ず 
現在の入力 




リターン 

RETURN ボタンを押して終了します。 


□ お知6せ 

•入カサンプリング周波数はデジタル入力 （ rCOAXl 」、 
「 COAX 己」、 「 OPT 」、「 AES - EBU」、「US 日」）を選択し 

ているときに表示されます。 

• ソースによっては、表示されている入カヴンプ U ング周 
波数の値び実隙の値と異なる場合びありまず。 

•「日 ASS 」 と 「 TRBL 」 はダイレクト機能びオンのときは 
表示されません。 

• 本機では、高音域が強調されるプ U エンファシス処理の 
施された信号を検出すると元の特性に戻すディエンファ 
シス機能び自動的に働さます。この信号び検出された場 
を、 「 EMPHAS 」 と表示されます。 

•「 ROUTE 」 を 「 MAIN 」 に設定している場を、 
DISPLAY ボタンは使巧できません （^ P .40)。 

Q ヒント 

•入カサンプリング周波数の変更を検出すると、自動的に 
数値び表示されます。 


へッドホンで聴く 


PHONES 端子 


〇 



1 標準プラグ（巨. 3 mm ) のステレオへッドホンを 

PHONES 端テに接続ずる 

ヘッドホンを接続すると表示部に 「 PHONES 」 
と表示され A/B LED は消なします。 




VOLUME ボタンで音量の調節びできまず。 

へッ ドホンを接続するとスピーカーと PRE 
OUT 端子から音声は出力されません。 


Q ヒント 

•スピーカーで聴くとさとへッドホンで聴くとさの音量に 
差びある場合、オフセットレベルを調節でさます 

〇 P .38)。 

□ お知らせ 

• 接続するとをは音量を下げてください。 

•ヘッドホンを接続しているとさ、バランス調節する、ま 

たは SPEAKERS ボタンを巧すと 「 PHONES 」 と表 

示され使用でさません。 
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本機のリモコンで他のオンキヨー製品を操作ずる 


本機の1」モコンを使ってオンキヨー製 CD プレー 
ヤーを操作でさます。 

U モコンを CD プレーヤーの U モコン受光部に向け 
て操作します。 


己お知6せ 


•製品によっては対応 
していないちのや一 
部操作び出来ないち 
のちあ0ます。 


6 CD ボタン 



再生モードボタン 


(!) CD ボタン 

CD プレーヤーの電源オン/スタンバイを切 D 換 
えます。 

RANDOM ボタン 

ランダム再生します。 

II ボタン 

再生を一時停止します。 

REPEAT ボタン 

U ピートモードび切り換わります。 

ボタン 

現在の巧の先頭を再生します。 

には、2回押します。 

► ボタン 

再生を開始します。 

►►1ボタン 

なの曲を選択します。 

◄◄ ボタン 

現在の巧を早戻しします。 

■ ボタン 

再生を停止します。 

►► ボタン 

現在の巧を早送りします。 


前の曲を再生する 


本機とオンキヨー製ドックを接続し、 iPod の音楽 
ファイルを再生します。 

本機のリモコンで、 iPod の基本的な操作を行ラこ 
とびでをます。 iPod のモデルによっては、操作で 
をない場合びあります。 


オンキヨー製ドックを操作ずるには、 RI 接続が 
必要でず（■^ P .23)。 

リモコンでドックを使用ずるには、入力の入力名 
を 「 DOCK 」 に切り換える必要がありまず 
い P .37)。 


cl ) ボタン- 
DIMMER ボタン- 


-八 /V 

ENTER ボタン 


ドック操作 
ボタン 


(!) ボタン 

オンキヨー製ドックをスタンバイにします。 

DIMMER ボタン 

表示部の明るさを切り換えます。 

八/ V/ENTER ボタン 

音楽ファイルを選択します。 

SHUFFLE ボタン 

シャッフル再生します。 

MENU ボタン 

iPod メニューを開をます。メニューを開いてい 
るとをは、ひとつ前のメニューを表示します。 

REPEAT ボタン 

U ピートモードび切り換わります。 

ボタン 

現在の曲の先頭を再生します。前の曲を再生する 
には、2回押します。 

►/II ボタン 

曲を再生、一時停止します。 

►►1ボタン 
なの曲を選択します。 

Q ヒント 

• iPod に他のアクセサリーび接続されていた場合、本機 
は適切に入力を選べないことがあ0ます。 

•本機のボ U ュームつまみで、再生音量を調節してください。 
• iPod びオンキヨー製ドックにセットされている間は、 
iPod の音量操作は効果びありません。 

己お知 S せ 

•設定した自動スタンバイび作動すると、 RI で接続して 
いるオンキヨー製ドックを自動的に電源びオフになりま 

す （^ P .3 日）。 

iPod は、米国および他の国々で登録された Apple 
In 巳.の商標です。 


オンキヨー製 CD プレーヤーを操作する 


オンキヨー製ドックを操作する 


© 

DIMMER 


© 

OISPkAV 

国 

100 


6 

0 

〇 

〇 

©, 

〇 

VOLUME 

〇 

MUTING 

〇 

み 

〇 

TONE/BAL 

〇 

■〇' 

6 

〇 

〇 

>/|| 

〇 

"〇 
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オンキヨー製ドックについて 


ドックは別売りです。 

デジタル接続タイプのオンキヨー製ドックをご使用 
<ださい。 

ドックの最新情報については、弊社ホームページを 
ご覧ください。 

http ;// www . jp . onkyo.com 
ご使用になる前に、必ずご使用の iPod を tunes 
経由で最新のノ くージヨンにアップデートしてくだ 
さい。 

対応している iPod のモデルについては、 

オンキヨー製ドックの取扱説明書をご覧ください。 


オンキヨー製ネットワークチューナーを本機に接続 
して、音楽を再生します。本機の U モコンを使つ 
て、ネットワークチューナーを操作でをます。ボタ 
ン機能は、ネットワークチューナーの入力によって 
動作び異なります。 


6ボタン- 
DIMMER ボタン- 


- 八 /V/</> 

ENTER ボタン 




A/V/</>/ENTER ボタン 

設定項目を選択します。 ENTER ボタンを押す 
と、選択している項目を確定します。 

SHUFFLE ボタン 

シャッフル再生します（ネットワークチューナ ー 
の入力び USB または Air 円 ay の場合に使用しま 
す)。 

MENU ボタン 

各インターネットラジオサービスのトップメ 
ニューに移動します（ネットワークチューナーの 
入力び NET の場合に使用します)。 

REPEAT ボタン 

U ピートモードび切り換わります（ネットワーク 
チューナーの入力び USB または Airplay の場合 
に使用します)。 

ボタン 

現在の曲の先頭を再生します。前の曲を再生ずるに 
は、2回押します（ネットワークチューナーの入力 
び USB または Airplay の場合に使用します)。 
ひとつ前のインターネットラジオ局を選択します 
(ネットワークチューナーの入力び NET の場合に 
使用します)。 

ひとつ前のプ U セットしたラジオ局を選択します 
(ネットワークチューナーの入力び TUNER の場 
合に使用します)。 

►/II ボタン 

曲を再生、一時停止します（ネットワークチュー 
ナーの入力び USB 、 NET または Airplay の場合 
に使用します)。 

►►1ボタン 

なの曲を選択します（ネットワークチューナーの 
入力び USB または Airplay の場合に使用しま 
す)。 

なのインターネットラジオ局を選択します（ネッ 
トワークチューナーの入力び NET の場合に使用 
します)。 

なのプ U セットしたラジオ局を選択します 
(ネットワークチューナーの入力び TUNER の場 
合に使用します)。 

INPUT ボタン 

ネットワークチューナーの入力を切り換えます。 


f"o 

MENU REPEAT 

o o 

i 5 
io 

f--- 

d d 

-口 0CK,〜NER 


. チューナー操け 
ポタン 


(!) ボタン 

オンキヨー製ネットワークチューナーをスタンパ 
イにします。 

DIMMER ボタン 

表示部の明るさを切り換えます。 


オンキヨー製ネットワークチューナーを操作ずる 
には、 RI 接続が必要でず （^ P .23)。 
リモコンでネットワークチューナーを操作するに 
は、入力の入力名を 「 TUNER 」 に切り換えるお 
要がありまずい P .37)。 


オンキヨー製ネットワークチューナーを 
操作ずる 


© 

DIMMER 


© 

DISPLAY 

口 

|RAND0y| 

1 〜 1 

LilJ 

口 

口 

Ij REPEAT J 

U 〜 1 

II 1 
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本機を USB オーデイオデバイスとして使用ずる 


I リモコンで操作ずる 


INPUT A/V 

ボタン 


1 INPUT 八 /V ボタンをくり返し巧して 
「 USB 」 入力に切り換える 

2 パソコン内の音楽を再生ずる 


■本体で操作ずる 


INPUT ダイヤル 



0 4〇 


1 INPUT ダイヤルで 「 USB 」 入力に切り換える 
2 パソコン巧の音楽を再生ずる 


□ お知6せ 

•パソコンの再生ソフトに対応していないファイルあ式は 
出力されません。 

• USB ケーブルを巧 < と表示部に 「 USB 」 び点滅します。 
• ご使用のパソコンび USB 規格 Rev 2.0 HS に準拠して 
いないと、音声び出ない場合びあ0ます。 

•パソコンと本機を USB ケーブルで接続していない場合 
は、 「 USB 」 入力を選択でをません。 

■動作環境（パソコン） 

USB 1 

OS Windows © 7 (32/64 ビット）/ 

Windows Vista ⑥ （32/64 ビット）/ 

Windows ® XP (32/64 ビット） SP 3 湯 
CPU Intel ® 製 Pentium ⑥4プ□セッサ1.日 GHzL 处上 

メモリ 已] 2 M 巨じ(上の空きメモ U 
HDD 60 MB 政上の空さ容量 

対応機種 USB 規格 Rev 2.0 HS に準拠した USB ポート標 
準装備の PC / AT 互換機 （ Intel ® 製 US 目ホストコ 
ント□ーラー推奨） 

Microsoft、Windows は米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標または商標で 
す。 


A-9000R の後面パネルに備わった USB 端テに 

キ□ヘルツ ビット 

PC を接続して、 192 kHz/24bit の HD 音声あ 
式のファイルを再生でをます。 


パソコンを接続ずる 



USB ドライバをインス!ルする 


ご使用のパソコンと本機の USB 端テを繫いで、パ 
ソコンにな巧している音楽ファイルの再生を行ラに 
は、下言己 URL 先から USB ドライバをダウンロー 
ドして、 パソコンにインストールする必要びありま 
す。 

h 打 p://www.jp.onkyo.com/suppo 「 t/audi 肌 isual/index.htm 

ドライバのインストール手順詳細については、上記 
のウェブサイトをご覧ください。 


パソコン内の音楽フアイルを再生する 
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応用設定 


SETUP ボタンを押して、本機の応田設定をしま 

す。 「 NAME 」、「 SHOW 」、「 HPLVL 」、「 ASb 」、 
「 ROUTE 」、「 RESET 」 が設定できます。 


r>NAME と 
SHOW さ 


CD^SACD^MD^TAPE^TUNER 
WdOCK*^PCaGAME 一 TV*^ 


L1^L2^L3^CX1^CX2^0PT 
^ - ^ PNO ^ USB ^ AES ^*~~^ 


HPLVL さ I HP -12 一 HP 0 — HP +12 

壬 

ASb ^ [ASb-ON^ASb-OFF] 

ホ 斗 

ROUTE さ 


NORMAL 林 PRE 气 
心 MAIN 一 SPLIT 


Preset [rst-no^rst-yes] 


■ U モコンで操作ずる 


■本体で操作ずる 


SETUP ボタン 



八 /V/ く /> 

ボタン 

ENTER ボタン 
RETURN ボタン 


1 SETUP ボタンを巧ず 


SETUP ボタン INPUT ダイヤル 


つ 

1=1 

-貧 

^ 昼こ 




〇 〇 〇 

SETUP (■l-riNES 

-〇 ◎ 



2 八 /V ボタンをくり返し押して 「 NAME 」 を選 
択ずる 


1 SETUP ボタンをくり返し押して 「 NAME 」 を 
選択ずる 


□ お知5せ 

•「 ROUTE 」 を 「 MAIN 」 に設定している場を、 

「 NAME 」、「 SHOW 」、「 HPLVL 」、「 ASb 」 は設定でき 

ません。 

•「 USB 」 入力または 「 PHONO 」 入力び選択されている 
場合、 「 NAME 」 は設定でをません。 


入力名を変更ずる 


現在、選択している入力の入力名を変更します。 
下の入力名から選択でさます。 

rCD 」、「 SACD 」、 「 MD 」、「 TAPE 」、「 TUNER 」、 
[ TV 」、「 GAME 」、「 PC 」、 「 DOCK 」 


/1 ； /；.■■； f 


3 ENTER ボタンを巧ず 

現在の入力名び点滅します。 

4 く/>ボタンをくり返し巧して割り当てたい入 
力名を選択する 

選択した入力名び点滅します。 


2 INPUT ダイヤルで割り当てたい入力名を還択 
ずる 

現在の入力名び点滅表示された後、割り当てで 
をる入力名び点滅表示されます。 

3 SETUP ボタンを長巧しする 

選択した入力名び素早<数回点滅し、変更び確 
定します。 

4 SETUP ボタンをくり返し巧して設定を終了ず 
る 


Q ヒント 


5 ENTER ボタンを巧ず 

選択した入力名び素早<数回点滅し、変更び確 
定します。 

6 RETURN ボタンをくり返し巧して設定を終了 
ずる 


• お買い上げ時は、全て端子名に設定されています。 

己お知5せ 

•既に割0当てられている入力名に変更したとさは、 lit 前 
設定されていた入力の入力名は端子名に戻0ます。 
•「 USB 」 入力または 「 PHONO 」 入力び還おされている 
場合、 「 NAME 」 は設定できません。 

• 設定中に8秒な上無操作の状態び続<場合、設定び終了 
します。 
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使用していない入力の入力名を非表示に設定するこ 
とで、入力切り換え時に省略します。し U 下の入力の 
設定を変更でをます。 

「1_1」 （「 LINE 1」 ）、「1_2」 （「 LINE 2」）' 

「1_3」 （「 UNE 3」）' rCXlJ (「 C 0 AX 1」）' 
rCX 2」（「 C 0 AX 2」）'「 OPT 」、「 AES 」 

(「 AES - EBU 」）、「 USB 」、「 PNO 」（「 PHONO 」） 

■ U モコンで操作ずる 


- 八 / v/</> 

ボタン 

- ENTER ボタン 
- RETURN ボタン 


SETUP ボタン- 


1 SETUP ボタンを巧ず 

2 八 /V ボタンをくり返し巧して 「 SHOW 」 を選 
択ずる 


3 ENTER ボタンを巧ず 

4 八 /V ボタンをくり返し巧して切り換えたい入 
力を選択ずる 


5 く/>ボタンを巧して 「 ON 」 と rOFF 」 を切り 
換える 

► ON : 

入力切り換え時に入力名を表示する 

► OFF : 

入力切り換え時に入力名を非表示にする 
設定び自動的に確定します。 


6 RETURN ボタンをくり返し巧して設定を終了 
ずる 

■本体で操作ずる 



1 SETUP ボタンをくり返し巧して 「 SHOW 」 を 
還択ずる 

2 INPUT ダイヤルで切り換えたい入力を還択ず 
る 

3 SETUP ボタンを長巧しずる 

「 ON 」 と rOFF 」 び切り換わり、設定び自動的 
に確定します。 

4 SETUP ボタンをくり返し巧して設定を終了ずる 


Q ヒント 

•お買い上げ時は、すべて 「 ON 」 に設定されています。 


□ お知 S せ 


I 現在、選択している入力の入力名は表示されません。例 
えば、 「 UNE 1」 入力を選択しているとき「1_1」は表示 
されません。 

I 設定中に 8 秒];(上無操作の状態び続く場合、設定び終了 
します。 


ヘッドホン接続時に、音量の設定がでさます。 

■ U モコンで操作ずる 


. 八 /V/ く /> 
ボタン 


SETUP ボタン 


- ENTER ボタン 
- RETURN ボタン 


1 SETUP ボタンを巧ず 

2 八 /V ボタンをくり返し巧して 「 HPLVU を 
選択ずる 


3 ENTER ボタンを巧す 

現在のオフセツトレべルび表示されます。 


4 く/>ボタンをくり返し巧してオフセットレべ 
ルを調節ずる 

オフセットレベルを り 2」 dB から 
「+12」 dB の範囲で IdB 単位で調節します。 
設定び自動的に確定します。 

5 RETURN ボタンをくり返し巧して設定を終了 
する 


入力をの表示/非表示を切り換える 


へッドホンの音量を設定する 







C 一〇 

ilo 

〇晦〇婦 Q 
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自動スタンバイをオンに設定したとさ、音声入力が 
ない状態で本機を3日分間操作しないでいると、自 
動的にスタンバイ状態になります。 

■ U モコンで操作ずる 


SETUP ボタン- 


- 八 /V/ く /> 

ボタン 

- ENTER ボタン 
- RETURN ボタン 


1 SETUP ボタンを巧ず 

2 八 /V ボタンをくり返し巧して rASbJ を選択 
ずる 


エンター 

3 ENTER ボタンを巧ず 

現在の設定び表示されます。 



4 </> ボタンを巧して 「 ASb - ON 」 と 
rASb-OFFJ を切り換える 

► ASb - ON : 

自動スタンバイを有効にします。 

► ASb - OFF : 

自動スタンバイを無効にします。 
設定び自動的に確定します。 


5 RETURN ボタンをくり返し巧して設定を終了 
ずる 



一度自動スタンバイ機能でスタンバイ状態になる 
と、信号を入力しても電源はオンになりません。 

本機のの ON/STANDBY ボタンまたはリモコン 
のむボタンを押して、電源をオンにしてください。 

■本体で操作ずる 


SETUP 

ボタン INPUT 

ダイヤル 

y - 

^が 

1=1 


~Q 

0 〇 〇 

$£TIPP 〜〜 ' 

-〇 ◎ 



1 SETUP ボタンをくり返し巧して rASbJ を還 
択ずる 

2 INPUT ダイヤルで 「 ASb - ON 」 と 
rASb-OFFJ を切り換える 

現在の設定び表示された後、 「 ON 」 と 「 OFF 」 

び切り換わります。 

設定び自動的に確定します。 

3 SETUP ボタンをくり返し巧して設定を終了する 


Q ヒント 

•お買い上げ時は、 「 OFF 」 に設定されています。 

□ お知5せ 

•設定した自動スタンバイび作動すると、 RI 接続してい 
るオンキヨー製 CD プレーヤー、ネットワークチュー 
ナ ー、 RI ドックち自動的に電源びオフになります 

い P .23)。 

• スタンバイ巧態になる直前の30秒間、表示部に 
rASbJ び点滅します。 

• 設定中に 8 秒な上無操作の状態び続<場合、設定び終了 
します。 


■本体で操作ずる 



1 SETUP ボタンをくり返し巧して 「HPLVU 
を選択ずる 

2 INPUT ダイヤルでオフセットレベルを調節ず 
る 

現在のオフセットレベルび表示された後、オフ 
セットレべルを調節します。 

設定び自動的に確定します。 

3 SETUP ボタンをくり返し巧して設定を終了ず 
る 

Q ヒント 

•お買い上げ時は、「0」に設定されています。 

□ ぉ知5せ 

• 設定中に 8 秒な上無操作の状態び続く場合、設定び終了 
しまず。 


自動スタンバイを設定する 































































ルートを設定する 


本機の使用方法（ルート）を 「 NORMAL 」 モード、 
「 PRE 」 モード、 「 SPLIT 」 モード、 「 MAIN 」 モー 
ドから選択します。 

■ U モコンで操作ずる 


SETUP ポタン 



A/V/</> 

ボタン 

ENTER ボタン 
RETURN ボタン 


1 SETUP ボタンを巧ず 

2 八 /V ボタンをくり返し巧して 「 ROUTE 」 を 
還択ずる 


3 ENTER ボタンを巧ず 

現在のルートび表示されます。 


4 </>ボタンをくり返し巧して設定したいルー 
卜を選択ずる 

選択したルートび点滅します。 

► NORMAL : 

本機をプ U メインアンプとして使用します。 




► PRE : 

本機をプ U アンプとして使用します 

い P .2 色）。 


► SPUT : 

プ U アンプ部とパワーアンプ部を分けて使 
用しますの。 


► MAIN : 

ノてワーアンプとして使用します 

(-» P .28)。 

MAIN IN LED び点灯します。 




5 ENTER ボタンを巧ず 

選択したルートび素早<数回点滅し、設定び確 
定します。 

6 RETURN ボタンをくり返し巧して設定を終了 
ずる 


■本体で操作ずる 


SETUP ボタン INPUT ダイヤル 


) が 


~Q 

1 1 


〇 0—0 

1 

- 〇 ◎ 1 


1 SETUP ボタンをくり返し巧して 「 ROUTE 」 

を選択ずる 

2 INPUT ダイヤルで設定したいルートを還択す 
る 

現在のルートび表示された後、設定でさるルー 
卜び点滅表示されます。 

3 SETUP ボタンを長巧しずる 

選択したルートび素早<数回点滅し、設定び確 
定します。 

4 SETUP ボタンをくり返し押して設定を終了する 


Q ヒント 

•お買い上げ時は、 「 NORMAL 」 に設定されています。 

□ お知5せ 

•「 PRE 」 モードに設定している間、 SPEAKERS ボタン 
は使用でさません。 

•「 SPLIT 」 モードで音青を出力するためには PRE OUT 
端子と MAIN IN 端子の両方に接続してください。 
•「 MAIN 」 モードに設定している間、 SPEAKERS ボタ 
ンと SETUP ボタンの機能のみ使用でさます。 

•「 MAIN 」 モードで MAIN IN 端子に入力された音声は、 

約 32 dB 増幅して出力されまず。 

• 設定中に8秒!;1上無操作の状態び続<場合、設定び終了 
します。 
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本磯をお買い上げ時の設定に戻します。 

■リモコンで操作ずる 


SETUP ボタン 


-A/V/ く /> 
ボタン 

- ENTER ボタン 
- RETURN ボタン 


セツトアップ 

SETUP ボタンを巧ず 


2 八 /V ボタンをくり返し巧して 「 RESET 」 を還 
択ずる 


3 ENTER ボタンを巧ず 

現在の設定び点滅表示されます。 


4 


</>ボタンを巧して 「 RST - NO 」 と 
「 RST - YES 」 を切り換える 

► RST - YES : 

本機をお買い上げ時の状態に戻します。 

► RST - NO : 

設定をキャンセルします。 


5 ENTER ボタンを巧ず 

「 RST - YES 」 を選択した場合、表示部に 
に LEAR 」 と表示され、本磯の電源び自動的に 
オフにな D ます。 rRST - NOJ を選択した場合、 
「 RESET 」 メニ;！一に戻ります。 



■本体で操作ずる 



1 SETUP ボタンをくり返し巧して 「 RESET 」 
を選択ずる 


2 INPUT ダイヤルで 「 RST - NO 」 と 
rRST-YESJ を切り換える 

現在の設定び点滅表示された後、「 N 0」と 
rvEsj び切り換わります。 

3 SETUP ボタンを長巧しずる 
「 RST - YES 」 を選択した場合、表示部に 
「 CLEAR 」 と表示され、本機の電源び自動的に 
オフになります。 「 RST - N 0」 を選択した場合、 
「 RESET 」 メニューに戻 D ます。 

□ お知5せ 

• 設定中に 8 秒け上無操作の巧態び続<場合、設定び 
終了します。 


初期設定に戻す 
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困つたとをは 


まず、下記の内容を点検してみてください。 
お買い上げ店またはオンキヨー修理窓□にご連絡い 
ただく前に本機をお買い上げ時の状態に戻してみて 
ください。トラブルび解消されることびあ D ます。 
お買い上げ時の設定に戻すちまは「初期設定に戻 
す」をご覧ください （^ P .41)。 


電源 


^電源び入 5 ない 


• ©POWER スイッチび ON になっていることを確 
認してください。 

•電源プラグびコンセントから抜けていないか確認 
してください （^ P .19)。 

•一度電源プラグをコンセントから巧を、已砂し义 h 
待ってから、再度コンセントに差し込んでくださ 
し、。 

•本機の電源び入らない場合は、電源コードを抜い 
て、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓□にご 
連絡ください。 

1本機の電源が切れる_ 


•自動スタンバイび作動すると、自動的にスタンバ 
イ状態にな D ます （^ P .39)。 

•イ呆護回路びスピーカーコードのショート、過負荷、 
過電流などにより動作すると、本機はスタンバイ 
状態にな D ます。原因を取り除いてから電源を才 
ンにしてください。 


音芦 


1音声び出力されない 


• ©POWER スイッチび ON になっていることを確 
認してください。 

• 本機の音量び最ルになっていなしめ觸認してくだ 

さい （"^ P . SO )。 

• 適切な入カソースび選ばれていることを確認して 
くださいい P .30)。 

•「 MUTING 」 表示び点滅していないか確認してく 
ださい （^ P .32)。 

•スピーカーび正しく接続されているか確認してく 

ださい 一 P .1 色）。 

•すべての接続に間違いびないか確認して<ださい 

一 P .1 巨)。 

•ヘッドホンを接続しているときは、本機の PRE 

OUT 端テと スピーカーから 音は出ません 

い P .33)。 

• PCM しツ外のデジタル音声信号はヴポートされて 
いません。 PCM しツ外のデジタル音声信号を入力 
したとをはノイズび生じます。 

• ご使用のパソコンび USB 規格 Rev 2.0 HS に準 
拠していないと、音声び出ない場合びあります。 
•「 ROUTE 」 を 「 NORMAL 」 1；(外に設定したとを 
は、それぞれのモードに適した接続をしているか 
確認してください （^ P .2 色〜28、40)。 

1音質が悪い_ 


•スピーカーケースレび正しい極性で接続されてい 
ることを確認してください （^ P.l 色)。 

•接続コードのプラグは奥まで差し込んでください 

い P .18)。 

•テレビなど磁気の強い場所では、音質び影響を受 
ける場合びあります。本機をそのよラな機器から 
離してみて < ださい。 

•通話中の携帯電話など、強度の高い電波を発する 
機器び近くにある場合、ノイズを出力する場合び 
あります。 


I へッドホンの音声び途切れるまたは、出力 
されない_ 


•接続部び巧れているのび原因です。プラグのク 
U - ニン グを行ってください。ク U - ニン グのち 
法については、お使いのへッドホンの取扱説明書 
をご覧ください。また、ヘッドホンケーブルび壊 
れた D 、 傷ついた D していないか確認してくださ 
し、。 

•「 ROUTE 」 び 「 MAIN 」 に設定されていないか確 
認してください （^ P .40)。 

音声性能_ 


. 10 〜 30 分間ウォーミングアップすると、本機 
の部品や内部温度び安定し、音び柔らかくなりま 
す。 

•コード留めを使ってオーディオ用ピンコード、電 
源コード、スピーカーコードなどを束ねると音質 
び劣化するおそれびあ D ます。コードを束ねない 
よラにしてください。 

•本機の電源コンセントは極性の管理びされていま 
す。電源プラグの目印側を、家庭用電源コンセン 
卜の溝の広い方に合わせて差し込んで < ださい。 
家庭用電源コンセントの溝の長さび同じ場合は、 
どちらを接続してもかまいません。 

•頑丈な棚やラックに設置してください。本機の重 
量び巧等に 4 つの足に分散されるよラに配置して 
ください。強度の足りないぐらついた台や振動す 
る場所に置かないでください。 

•電源コードを壁コンセントに接続してください。 
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パソコン再生 

接続機器 

リモコン 

1パソコン内の音楽ファイルび再生できない 

1接続された機器か5音び出ない 

1 U モコン操作がでさない 


• USB ケーブルび奥までしっかり差し込まれている 
ことを確認してください （^ P .3 色)。 

•USB ドライバびインストールされていることを確 
認してください （^ P .3 色)。 

• PCM しツ外のデジタル音声信号はヴポートされて 
いません。 PCM しツ外のデジタル音声信号を入力 
したとをはノイズび生じます。 

■表示部に 「 USBJ が点滅している_ 


• USB ケーフルび接続されていません。 USB ケー 
ブルを再度接続してください。 

オンキヨー製ドック 

a 音び出ない_ 


•本機にオンキヨー製ドックび正しく接続されてい 
ることを確認してください。 

• ビデオコンテンツび再生されていないことを確認 
してください。 

• iPod を U セットしてください。 

I その他_ 


•設定した自動スタンバイび作動すると、 RI 接続し 
ているオンキヨー製ドックも自動的に電源びオフ 
になります OP .39)。 

■リモコンが正しく動作しない（連動しない） 


• RI ケーブルび本機に正しく接続されているか確認 
してください。 

入力の入力名を変更してください （^ P .37)。 


•入カソースび正しく選ばれていることを確認して 
くださいい P .30)。 

•「 ROUTE 」 を 「 NORMAL 」 しツ外に設定したとを 
は、それぞれのモードに適した接続をしているか 
確認してくださいい P .2 色〜28、40)。 

•アナ□グ音声ケーブルび正しく接続されているか 
確認してください （^ P .18)。 

I レコー ドプ レーヤーか 5 の 音びひずむ_ 


•お使いのレコードプレーヤーびフオノイコライ 

ヴーを内蔵している場合、 LINE IN 1端テなどそ 
の他のアナ□グ入力端テに接続してください。 
•お使いのレコードプレーヤーびフオノイコライ 

ヴーを内蔵していない場合、 PHONO 端テに接続 
してください （^ P .24)。 

•アース谐册線を接続しているか確認してくだ 
さい。レコードプレーヤーによっては、ノイズの 
原因にな D ます。 

• レコードプレーヤーのカート U ッジお式に合わせ 
て MM/MC の切り換えび正しくでさているか確 
認してください。 

I 電源オン/オフ時にポップノイズを発生ず 
ることがある_ 


• それぞれしソ下の順まで電源をオン、またはオフに 
してください。 

電源をオンにする順ま： 

1. ソース 機器 

2. インテグレーテッドアンプ （ A - 9000 R ) 

電源をオフにする順ま： 

1. インテグレーテッドアンプ （ A - 9000 R ) 

2. ソース 機器 


• 電池の極性を間違えて挿入していないか確認して 
くださいい P .1 1)。 

• 新しい電池を入れてください。種類び異なる電池、 
新しい電池とちい電池を一緒に使用しないでくだ 
さい。 

• U モコンと本機び離れ過ざていないこと、 U モコ 
ンと本機の U モコン受光部の間に障害物びないこ 
とを確認してください （^ P . ll )。 

• 本体の受光部び直射日光やインノ（ータータイプの 
堂光なの光に当たらないよラにしてください。必 
要に応じて位置を変えて < ださい。 

• 本体を色付をのガラス扉び付いたラックやキヤビ 
ネットに設置している場合、扉び閉じていると U 
モコンび正常に機能しないことびあります。 


製品の故障により正常に録音できなかったことに 
よって生じた損害 （ CD レンタル料等）について 
はな証対象になりません。 

大事な録音をずるときは、あ5かじめ正しく録音 
できることを確認の上、録音を巧ってください。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機宜目 
を実現していまずが、ごくまれに外部か5の雑音 
や巧害ノイズ、また静電気の震響によって誤動作 
ずる場合がありまず。そのよ5なとさは、電源プ 
ラグを抜いて、約已秒後にあ S ためて電源プラグ 
を差し込 S んでください。 


本機の電源コードをコンセントか5抜くとさは、 
本機のま電源をオフにしてか S 抜いてください。 


音声信号入力待ちの状態にあるときに本機の上部 
び熱ずぎて触れることびできなければ、換気を改 
善ずる必要がありまず。 
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主な仕様 



定格出力 7已 W (80、 20 Hz 〜 20 kHz 、 全高調波を率0.0己％ 

(ステレオ） 下、 2 ch 駆動時、」曰 TA ) 

MOW (40、 20 Hz 〜2日 kHz 、 全高調波歪率0.0已％ 
拟下、 2 ch 駆動時、 J 曰 TA ) 

実用最大出力 ]10 W (80. IkHz 、 全高調波歪率100/〇政下、 2 ch 駆 

(ステレオ） 動時、 J 曰 TA ) 

180 W (40、 IkHz 、 全高調波歪率 10% UrF 、2 ch 駆 
動時、 J 曰 TA ) 

ダイナミックパワー‘ 

‘ IEC - 60268 - short-term maximum output power . 

4 已日 W[]1 na 

310 Wa 20 日 
230 W (3 が 
180 W (40) 
lOOW (80) 

総合ひずみ率 0.0060/〇 ( IkHz 、 八ーフノの一) 

0.008% (20 Hz 〜 20 kHz 、 八ーフパヮ ー) 

ダンピングファクター 130 ( IkHz 、80) 

入力感度/インピーダンス（アンバランス） 

LINE : ] 已 0 mV /47 k 0 
PHONO MM : 2.2 已 mV /47 kO 
PHONO MC : 0.18 mV /1000 

RCA 定格出力電圧/インピーダンス PRE OUT :1 V /300 Q 

RCA 最大出力電圧/インピーダンス PRE OUT :日 V /30 日 Q 

PHONO 最大許容入力 7日 mV (MM ] kHz 日.己％) 

日ぶ mV (MG IkHz 日.日〇/〇) 

周波数特性 ]0 Hz 〜1日 0 kHz /+0 d 日、 - Id 巳 1 W /80 

] Hz 〜2已 OkHz /+0 d 巳、 -3 dB IW/SO 
I -- ンコント n — ル最大変化 量 BASS : ±1日犯 （8 日 Hz 時） 

TREBLE : ±10服り OkHz 時） 

SN 比 ]07犯 （ LINE 、 IHF - A ) 

60 d 巨 (PHONO MM 、 IHF - A ) 

70 服 (PHONO MC 、 IHF - A ) 

スピー カー適応イン ピー ダンス スピーカー A または 日： 4 Q 〜] 巨!:！ 

スピーカー A および 日： 8 Q 〜]日 n 
HICC 140 A 



電源*電圧 
消費電力 
無音時消費電力 
待機時電力 
最大がお寸法 
質量 


AC 100 V -已 0/60 HZ 
2日已 W 
] 〇已 W 


0.1 W 

43已（幅） X 17 日（高さ） X 43 已（舆行 ） mm 
18.5 kg 
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■音声入力 
デジタル 


OPTICAL :1 
COAXIAL : 2 
AES/EBU :1 
デジタル入力対応フォーマット 2 ch PCM 

デジタル入カサンプリング周波数 32 kHz /44.1 kHz /48 kHz /88.2 kHz /96 kHz ( OPT ) 

32 kHz /44.1 kHz /48 kHz /88.2 kHz /96 kHz / 

176.4 kHz /192 kHz ( COAX 、 AES / EBU ) 
44.1 kHz /48 kHz /9 巨 kHz /1 目 2 kHz ( USB ) 

アナログ LINE 1 、 LINE 2 、 LINE 3、 PH 曰 NO ( MM / MC )、 

MAIN IN 


■音声出力 


アナが LINE OUT . PRE OUT 

スピーカー 4 

へツドホン 1(日. 30) 


■その他 


RI 2 

PC インターフェース USB 


仕様および外観は予告な<変更することがあ0ます。 



メモ 
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メモ 
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修巧について 

■巧証書 

この製品にはな証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、 
大切に保管してください。 

イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調テが悪いとさは 

意外な操作5スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よ < お読みいただを、お 
調べ<ださい。本機しツかの原因ち考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調べ<ださ 
い。それでもなお異常のあるとをは、電源プラグを 
抜いて修理を依頼してください。 


修理を依頼されるとをは、下の事項をお買い上げの 
販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓□•修 
理窓□のご案内」記載のお近<のオンキヨー修理窓 
□までお知らせ < ださい。 

►お名前 
► お電話番号 
► ご住所 

► 製品を [ A -9000 R 
► できるだけ詳しい故障状況 


■ 補修用性能部品の巧有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切り後8年間な 
有しています。性能部品とは、その製品の機能を維 
持するために必要な部品です。な有期間経過後で 
ち、故障箇所によっては修理可能の場合びあります 
のでお買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。 


ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名： _ 

Tel. ( _ ) 

メモ： 


の をお細 □る 

□ 書は詳 窓を〇 
窓 証た。 理です 
理 なまい 修持ま 
修 と店さ I 維し 

. 品売だ m び致 

□ 商販 < キ能理 

窓 、の談 ン機修 

談 はげ巧 才て料 

て 相 キ J 上ご のつ有 

いご といへ くよ D 

つ- 。 た買 □。は 近によ 

に m い じお窓い理お理に 

□キさは生、理さ修は修望 

窓ンだ理びえ修だのた。要 

理才く慘常 f つ-くをまいご 

修 r 覧の異の m 覧過、さの 
-のご 中 や示キご経店だ様 
m 属を間障提ンを間げく客 
キ付 J 期 故ご 才書期 上談お 
ンは 内証、 参の証 証い 相は 
才細案 保 I 持<保 巧 買ご合 
■詳ご■万ご近は■おへ場 


47 









ONKVO 

オンキヨーサウンド & ビジョン株式会社 

〒已 72-8 已40大阪府寝屋川巿曰新町2-] 

製品のご使用方法についてのお問い合わせ先： 

オンキヨーオーディオコールセンター 

〇〇已〇 -3] 6]-9 已已已（受イ寸日寺 P 苗10 ： 00-18 ： 00) 

(±’曰‘祝曰‘弊社の定めるか業曰を除さます） 

サービスとサポートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 


SN 29400848 

(C) Copyright 2011 0NKY0 SOUND & VISION CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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